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議題（１）

大津市子ども・若者支援計画（前計画）の

進捗状況について

配布資料「大津市子ども・若者支援計画」（概要版）

資料２
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子ども・若者支援計画について

計画期間 令和２年４月１日から令和７年３月３１日まで

計画の位置づけ 大津市子ども・子育て支援事業計画、大津市次世代育成支援行動計画

大津市子ども・若者プランを統合し、子ども・若者の健やかな成長を

支援するための取組みを総合的かつ計画的に進めるための方向性を示

すものとして策定

基本理念 みんながつながり、ともに育ち合うまち大津

      ～子ども・若者の輝ける未来のために～

子どもから若者までの切れ目のない支援を大切にし、、本市に生まれ、育つ子ども・若者が社会全体とつな

がり、育ち合い、誇りを持ってこころ豊かな人生を送り、自立した個人として次代の担い手になっていくこ

とのできる社会の実現を目指す。

子どもが生まれる前から自立するまでを切れ目なく支えるための計画

計画の概要
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子ども・若者支援計画について

基本目標１ 安心して子どもを産み、育てることに喜びを感じられる支援の充実

基本目標２ すべての子ども・若者が健やかに育ち、自立できる環境づくり

基本目標３ 行政・学校園・地域が協働で子ども・若者の育ちを支える社会環境

づくり

基本目標４ 支援を必要とする子ども・若者へのきめ細やかな支援の充実

基本目標５ 貧困の状況にある子ども・若者たちへの支援の充実

基本目標６ 虐待から子ども・若者を守る環境づくり

施策体系
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子ども・若者支援計画について

基本目標２ すべての子ども・若者が健やかに育ち、自立できる環境づくり

基本施策３ 成長、発達にあった学習や活動の機会の提供

大津市青少年育成市民のつどい・中学生広場等の実施により、主体的に社会と関わる機会を提

供し ました。様々な体験活動を通して、考える力や気づく力を培い、自らが考え、行動でき

るよう、成長段階に応じた体験活動や地域活動参加へのきっかけづくりを進めてきました。

主な取組 大津市青少年育成市民のつどい ・ 中学生広場

中学生が各自の思いや考えを発表し、主体的に社会と関わる機会を提供します。中学生が主張を正しく伝える力等を
身につけること、さらに、家庭・学校・地域の人たちが中学生に対する理解や共感を深めることを目的に意見発表会、
意見交流会を実施します。また同時に、青少年健全育成について、市民の理解を深める場とします。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

達成度 達成度 達成度 達成度 達成度

中学生参加延べ人数　700名
中学生参加延べ人数　421名
（発表・意見交流会中止）

中学生参加延べ人数　738名
（作品応募数+意見発表者数）

中学生参加延べ人数　1,543名 中学生参加延べ人数　1,297名 中学生参加延べ人数　557名

目標（令和６年度）
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子ども・若者支援計画について

基本目標２ すべての子ども・若者が健やかに育ち、自立できる環境づくり

基本施策５ 青少年の健全育成の推進

行政、家庭、学校園、地域や関係団体が連携を図りながら、青少年の地域ふれあい活動や見守

り活動などそれぞれの活動を協力して実施することにより、青少年の健全育成に関する市民意

識を高めるとともに、青少年が健やかに成長できる社会環境の整備を推進しました。

主な取組 青少年の地域ふれあい体験活動、地域あいさつ運動、見守り活動

大津市青少年育成市民会議を構成する、小学校区毎の青少年育成学区民会議（36団体）にて、それぞれの地域の特性に
合わせたふれあい体験活動を展開します。（学区民のつどい、七夕まつり、アート教室等）また、児童・学生らの登下
校時にあいさつ運動・見守り活動を展開します。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

達成度 達成度 達成度 達成度 達成度

青少年育成学区民会議活動への

参加者数　71,300人

青少年育成学区民会議活動への

参加者数　　27,052人

青少年育成学区民会議活動への

参加者数　34,712人

青少年育成学区民会活動への

参加者数　52,154人

青少年育成学区民会活動への

参加者数　71,108人

青少年育成学区民会活動への

参加者数　73,590人

目標（令和６年度）
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子ども・若者支援計画について

基本目標４ 支援を必要とする子ども・若者へのきめ細やかな支援の充実

基本施策２ 困難を抱える子ども・若者の社会的自立に向けた継続的な支援の推進

大津市子ども・若者総合相談窓口事業における相談対応において、社会とのつながりを少しず

つ回復し、自立に向けて動き始めることができるよう、他の支援機関と連携して内容に応じた

支援を実施しました。子ども・若者が抱える困難は複雑化、深刻化しており、分野を横断した

連携が必要です。

主な取組 大津市子ども・若者総合相談窓口事業

ひきこもりやニート等、社会生活を円滑に営む上で、困難を有する子ども・若者及びその家族を対象とした相談支援を
行います。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

達成度 達成度 達成度 達成度 達成度

目標相談延べ件数　1,300件 相談延べ件数　1,875件 相談延べ件数　2,009件 相談延べ件数　1,984件 相談延べ件数　1,909件 相談延べ件数　1,666件

目標（令和６年度）
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